
日本基督教団 八ヶ岳教会 三位一体主日  主日礼拝  NO.1174  2021 年 5 月 30 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  露木淳司     9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  平尾文子    11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  59 かみのめぐみ 

祈  禱 

聖  書 ヨエル書 3:1~2 

使徒言行録 2:36~38 

讃 美 歌 191 いともとうとき 

説  教 『 教会のはじまり 』 

祈  禱 

讃 美 歌  195 いのちの君にます主よ 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 546 聖なるかな 

祝  禱  

後  奏       ※信仰告白は省略します 

 「八ヶ岳伝道所」が「八ヶ岳教会」になった。名称の変更だけでなく「キリストの体」がどのよう

に成長するのか、聖霊の風に整えていただきたい。聖霊降臨は教会が起こされる着火点であり、「三位

一体主日」以降にそれが具体的に現われる。八ヶ岳教会の自然な流れは、図らずも教会暦と一致した。 

 「ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた(使徒 2:14)」。何から語り始めたか。「今

は朝の九時だから、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではない(2:15)」。

聖霊に満たされて発せられた多種多様な言語を(2:4)、傍観者は酔っ払いの戯言として聞いた(2:13)。

視点を移せば、教会は世のそんな嘲りと無理解の中に現れた、とも言える。実に意味深いことだ。 

 ペトロは居合わせた人々に、段階を踏むように迫り、呼びかける。「ユダヤの方々、またエルサレム

に住むすべての人たち(2:14)」、「イスラエルの人たち(2:22)」、「兄弟たち(2:29)」と。これはいわば言

葉の遠近法で、歌舞伎の与三郎がお富にググッグイッと迫る感じに似ている。「御新造さんへ…、おか

みさんへ!、お富さんへ!!、いやさお富!!!」というように。緊張感を次第に高めていく文学手法だ。 

ペトロがもっとも近しく呼びかけた「兄弟たち」には、すでに述べたこと(2:23~24)を一気に畳みか

ける。「あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのだ(2:36)」。

するとどうだろう。「人々はこれを聞いて大いに心を打たれた(2:37)」。直訳的に言えば「心を刺し貫

かれた」。直接イエスを殺したわけではないが、人々はえぐられるような激しい罪責を覚えたようだ。 

人々は「ペトロとほかの使徒たちに、〔兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいのですか〕と言った

(2:37)」。それに対してペトロは答える。「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によっ

て洗礼を受け、罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物としての聖霊を受ける(2:38)」。 

説明としてはこのような順序になるが、人々はすでに半ば悔い改めている。ペトロが発した聖霊の

言葉に彼らの「心は刺し貫かれ(2:37)」、悔い改めの扉はギイッ(錆びた蝶番)と開いた。「あなたがたが

十字架につけて殺した」という激烈な指摘も、聖霊の言葉であるゆえに拒絶されることはなかった。 

肝心なことはそこから。「めいめい、イエス・キリストの名によって洗礼を受け、罪を赦していただ

きなさい(2:38)」。キリストの名による洗礼とは何か。洗礼によってキリストと結ばれること。結ばれ

た「義と聖と贖い(Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:30) 」で罪が赦される。十字架で殺した当人がその十字架で贖われるのだ。 

聖霊はペトロの口を通して、かつてヨエルに語らせた預言を、再びこの場に現わした(使徒 2:17~21)。

「その後、わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し、老人は夢を見、若

者は幻を見る。その日、わたしは、奴隷となっている男女にもわが霊を注ぐ(ﾖｴﾙ 3:1~2)」。 

性別、年齢、社会層、価値観といった区分は踏み超えられ、すべての者が聖霊を受ける。「聖霊反応」

すべてが融合してこその教会。老人の頑なさ、若者の未熟さ、性別や階層に分断されず、率直な声が

絶妙に混じり合って教会という「森」になる。一人ひとりは森にあってこそいっそう自由でいられる。 

すぐれた指導者に聖霊が降って民を率いるのではない 頑なだが智慧ある老人に 幻想にふり回さ

れても疲れない若者に聖霊は注がれ 教会は起こされる 見通しの立たない混沌の力が与えられる 

先週の東海教区総会で「八ヶ岳教会設立」が承認され、これからは「八ヶ岳教会」と名乗ります。

次の段取りとして夏頃に臨時教会総会を開いて決めることがあり、秋に教会成立式をおこないます。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


